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家畜伝染病予防法改正の概要（水際検疫の強化） 

 

                        農林水産省動物検疫所門司支所 

 

近年、世界各地でアフリカ豚熱や口蹄疫な

どの家畜の伝染病が発生しています。特にア

フリカ豚熱は、2018 年 8 月中国でアジア初の

発生が確認され、その後、韓国、ベトナムを

始め、アジア全域に発生が拡大しました。  

 
朝鮮半島におけるアフリカ豚熱の感染拡大  

  

一方、訪日外国人旅客数は、2024 年には

3,687 万人を記録し、日本政府は「観光立国

推進基本計画」に基づき、2030 年までに訪日

外国人旅行者数 6 千万人を目標としており、

今後も増加する見込みです。こうした訪日外

国人旅客数や外国人労働者の増加に伴い、携

帯品や国際郵便による違法な畜産物の摘発件

数は増加、2024 年には過去最高の約 20 万件

（動物検疫年報より）となっています。 

国際郵便物の検査においても、日本に持ち

込むことができない畜産物の摘発が 2019 年

頃から増加しており、これら国際郵便物の宛

先が外国食材店である事例が確認されていま

す。また、2024 年度に行った外国食材店緊急

調査では、違法畜産物が検疫をくぐり抜けて

国内で販売され、その販売品からアフリカ豚

熱ウイルスの遺伝子が検出された事例が確認

されました。  

これらを踏まえ、今後増加が見込まれる訪

日外国人旅客等を対象とした空海港での水際

対策に万全を期すために従来の対策を確実に

実施しつつ、違法に持ち込まれた畜産物の販

売等に対する規制を講ずるため、2026 年 7 月

1 日に家畜伝染病予防法の一部を改正する法

律が施行されました。 

本改正のうち、水際対策の強化に関する主

な内容は以下のとおりです（家畜伝染病予防

法の一部を改正する法律案の概要の 3. 輸入

禁止品への対応強化）。  

①   輸入禁止品の販売等を禁止  

②   家畜防疫官に、外国食材店等への立入

検査及び輸入禁止品の廃棄権限等を付与  

本改正により、違法に輸入された畜産物の

販売が禁止されるとともに、家畜防疫官は店

舗等に立ち入り、商品や帳簿類等の検査や関

係者への質問を行うことができるようになり

ました。また、必要に応じて検査のための物

品の集取を行い、輸入禁止品等であることが

確認された場合には廃棄することになります。

さらに、廃棄があった場合は、廃棄処分を受

けた者の氏名又は名称その他販売等に関する

事項が動物検疫所のウェブサイトに掲載され

ます。 

今般、6 年ぶりに家畜伝染病予防法が改正

され、家畜防疫官による外国食材店等への立

入検査は、これまでにない新たな取組ですが、

違法に持ち込まれた畜産物が販売されている

現状において非常に重要な取組です。動物検

疫所では、都道府県をはじめとする関係機関  
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と連携しながら、海外から水際、国内流通

まで切れ目のない防疫体制を構築し、アフリ

カ豚熱や口蹄疫などの家畜の伝染病の侵入防  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家畜伝染病予防法改正のリーフレット  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

止に取り組んでいきます。  

日本の畜産を守るため、動物検疫へのご理

解とご協力をお願いします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肉製品持ち込み禁止ポスター  
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豚熱発生時の防疫措置における「選択的殺処分」の導入について  

 

福岡県北部家畜保健衛生所 

 

令和 8 年 5 月 19 日に家畜伝染病予防法が

改正・施行され、ワクチン接種区域（北海道

以外の都府県）において「選択的殺処分」が

導入されました。 

本制度は、「適切にワクチンを接種し免疫を

持つ健康な豚は他へ感染させるリスクがない」

という科学的知見に基づき、農家の経営に与

える影響と防疫の負担を軽減するために導入

されました。 

感染リスクのある豚に限定した殺処分「選

択的殺処分」と、消毒によるウイルスの除去、

殺処分を除外された豚の監視を行う「監視プ

ログラム」を組み合わせることで、健康な豚

の飼育を続けながら農場の清浄化を目指しま

す。 

１ 殺処分される豚の範囲 

殺処分範囲は県が国と協議の上で厳格に決

定し、農場側で選ぶことはできません。対象

は以下の通りです。 

①  ワクチン免疫が未成立の豚 

・ワクチン未接種の豚 

・ワクチン接種後 20 日未満の豚 

・明らかに成長が遅い発育不良の豚 

②  既に感染している豚 

・豚熱の症状があり、PCR 検査で陽性の豚 

③  その他、家畜防疫員が必要と判断した豚 

・畜舎消毒のための隔離先がない豚など 

制度改正により防疫作業完了（殺処分、死

体、汚染物品の消毒及び 1 週間間隔で実施す

る 3 回の消毒完了）までに、残された母豚か

ら生まれてくる子豚は、移行抗体しか有して

いないため、順次殺処分（人工流産等）の対

象となります。また、ワクチン接種が不適切

だった場合やウイルスが広範囲に広がってい

る場合は、例外的に全頭処分となります。 

 

２ 監視プログラム 

「監視プログラム」とは、防疫措置完了後

残された豚を移動制限と報告徴求により監視

し、一定期間（最短で 28 日間）再発がないこ

とをもって農場の清浄性を確認するものです。 

ただし、臨床上異状がない等の条件を満た

せば、以下の移動は可能です。 

①  と畜場への出荷 

②  肥育農場への子豚の移動 

③  精液・死体の移動 

④  豚の導入など 

監視プログラムの終了時にすべての豚の検

査を行い、陰性が確認されれば制限は解除さ

れます。 

 

３ 手当金 

これまでの全頭殺処分とは異なり、特別手

当金（1/5）は交付されず、通常の手当金（4/5）

のみ交付されます。また、あらかじめ人工流

産により処分した場合も交付の対象となりま

す。なお、飼養衛生管理基準の不遵守が認め

られた場合は、手当金は減額となります。 

 

４ 豚熱清浄化ロードマップ 

 国はマーカーワクチンの実用化や野生イノ

シシとの適切な隔離などにより、2050 年を目

途とした飼養豚での豚熱清浄化を目指してい

ます。数十年先の話にはなりますが、豚熱の

清浄化間近もしくは達成後は、以前の全頭殺

処分に戻ります。 

 

５ おわりに 

選択的殺処分が導入された後も、侵入防止

の基本は変わりません。引き続き「適時・適

切なワクチン接種」と「飼養衛生管理の徹底」

を両輪とした防疫対策をお願いいたします。 
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家畜伝染病予防法が改正され 

牛のランピースキン病が家畜伝染病に追加されました  

 

福岡県中央家畜保健衛生所  

 

令和 8 年 5 月、家畜伝染病予防法が改正さ

れ、牛のランピースキン病が家畜伝染病へ追

加されました。これにより、今までは本病が

発生した場合、生産者が自主的に発症牛の淘

汰を行っていましたが、これからは法的強制

力をもって殺処分等の防疫対応を実施します。 

 

１ ランピースキン病の特徴と発生状況 

ランピースキン病は、牛の皮膚に病変等が

生じる疾病であり、生乳の生産等にも影響が

あるため、特に酪農に深刻な経済的被害をも

たらします。致死性は低いものの、有効な治

療法はなく、吸血昆虫により急速にまん延し

ます。 

国内での発生状況としては、 令和 6 年 11

月に福岡県内の農場で国内初の発生が確認さ

れました。その後、熊本県でも発生が確認さ

れ、両県合わせて 22 農場 230 頭の発症が確

認されました。国内では令和 7 年 2 月以降新

たな発生は確認されていませんが、韓国では

今年 7 月に発生が確認されており、国内への

侵入リスクが高まっています。引き続き、吸

血昆虫対策、飼養衛生管理基準の遵守をお願

いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ これまでの対策と課題 

 これまでは、生産者の自主的な淘汰や出荷

自粛によってまん延防止措置を講じていたた

め、法的強制力をもって対策を講じることが

できず、感染が拡大しました。また、淘汰や

出荷自粛を行った生産者への法に基づく支援

もありませんでした。 

 

３ 新たに義務付けられる主な対応 

 家畜伝染病に追加されたことで、以下の対

応が義務付けられます。 

・発症牛の隔離及び殺処分 

・緊急ワクチン接種 

・畜舎等の消毒 

・移動制限 等 

また、殺処分した牛や移動制限に対する損失

を法に基づき支援することができるようにな

りました。 

 

 

 

 

 

 

ランピースキン病に関連する情報は農林水産

省 HP に掲載されています。上の QR コードよ

りご確認ください。 

     

発症牛の皮膚の病変  
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県内の牛ウイルス性下痢（BVD）の発生状況と対策  

 

（公社）福岡県獣医師会産業動物部会  

 

１ 牛ウイルス性下痢とは 

BVD ウイルス（以下 BVDV）によって起こる

感染症で、名前に「下痢」とありますが、実

際には下痢だけでなく、発熱、食欲低下、乳

量・繁殖成績の低下、流産や異常産、発育不

良、免疫力低下による他の感染症の増加など

を引き起こします。福岡県内においても近年、

農場内および預託育成牧場においても発生が

認められています。 

 

２ 特に問題となる「PI 牛」 

 BVD 対策で最も重要なのが、**持続感染牛

（PI 牛）**です。 

妊娠中の母牛が特定の妊娠時期に BVDV へ

感染すると、胎子がウイルスを異物として認

識できず、生涯にわたって大量の BVDV を排泄

する PI 牛として生まれることがあります。 

PI 牛は一見健康に見える場合もあるため、見

た目だけでは判断できません。 

PI 牛が農場内にいると… 

PI 牛は鼻汁、唾液、糞便、尿などから継続

的にウイルスを排泄します。 

そのため、1 頭の PI 牛が農場全体の感染源

となる可能性があります。特に全く免疫を獲

得していない牛群にウイルスが侵入すると、

爆発的に感染が広がり、多くの PI 牛が産出さ

れてしまう可能性があります。 

 

 

３ BVD 対策の基本 

 BVD 対策では、次の 3 つが重要です。 

① PI 牛を見つける 

血液・耳片などを用いた検査によって

BVDV 感染牛を確認します。 

搾乳牛群においてはバルクスクリーニン

グ検査の有効性も報告されています。 

② PI 牛からの感染拡大を防ぐ 

PI 牛が確認された場合は、他の牛への感

染を防ぐため速やかな対応が必要です。 

③ BVDV を農場に持ち込まない 

特に、導入牛や預託から戻ってきた牛、

共進会など農場外へ移動した牛には注意が

必要です。 

移動の多い農場につきましては、十分な

隔離や予防が困難であるため、BVD のワク

チン接種を推奨しています。 

ワクチン接種においては、BVDV には 1 

型、2 型と異なる株が存在するため、両方

の型が含まれたワクチン接種を推奨します。 

 

虚弱産子の PI 牛 
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豚熱経口ワクチン散布について  

福岡県農林水産部畜産課 

 

１ 福岡県の野生イノシシでの豚熱発生状況 

令和 7年 8月 19 日、県内で初めて野生イノ

シシで豚熱の陽性が確認されました。その後も

感染が拡大し、令和 8年 8 月 20 日現在 12 市町

で合計 80事例の陽性が確認されています（図

１）。 

これを受け本県では、野生イノシシ間での感

染拡大を防止するため、豚熱経口ワクチンの散

布を実施しています。 

 

 
図 1：県内の野生イノシシでの豚熱陽性地点 

※最新の情報は県 HP をご確認ください↓ 

 

福岡県 豚熱 

 

 

 

２ 福岡県での豚熱経口ワクチンの散布状況 

 本県では、これまでに福岡市、大牟田市、久

留米市、飯塚市、八女市、筑紫野市、大野城

市、太宰府市、うきは市、宮若市、嘉麻市、朝

倉市、みやま市、糸島市、那珂川市、宇美町、

篠栗町、須恵町、桂川町、筑前町、東峰村、広

川町の 22市町村で延べ 1,069 地点に、合計約

２万３千個のワクチンを散布しています。（表

１参照） 

 

 

３ 豚熱経口ワクチンの接種率について 

（１）ワクチンの回収及び摂食状況の確認 

 ワクチンの接種率を調査するため、散布から

5日経過以降にワクチンを回収し、摂食状況を

確認しています。回収時に①食べられずに放置

されている②イノシシの摂食痕がある③イノシ

シ以外の摂食痕がある④何も残っていないの 4

パターンに分け（図２）、さらに周辺にイノシ

シが生息している痕跡がないか確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2：ワクチンの摂食状況による分類 

  

（２）接種率の算出方法 

 回収したデータを基に、図 3に示す算出方法

により、ワクチンの接種率を算出しています。

当県では、県全体で約 53.4％の接種率でし

た。今後は他県の事例やデータも参考に更に接

種率を向上させたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

図 3：接種率の算出方法 
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４ 今後の豚熱経口ワクチンの散布について 

 令和 8年度から年に 2回の定期散布を実施し

ており、1回目は令和 7年度に散布した地域を

対象に 6～7月に散布しました。2回目は野生

イノシシの感染が拡大している現状を踏まえ、 

 

県内の野生イノシシに広く免疫を付与するめ、 

県全域を対象に 9～12 月に散布予定です。今後

は、県全域を対象に年に 2回の定期散布を継続

し、豚熱の感染拡大防止及び養豚場での豚熱発

生防止に努めます。

表 1：県内の経口ワクチン散布状況 

表１：県内の緊急ワクチン散布状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※県全体の接種率は回収成績が判明している散布地域のデータのみを使用して算出  

20010八女散布② 8月25日8月18日

みやま散布① 8月5日 8月12日 10 200

八女散布① 7月14日 7月24日 10 200

定期(前期)散布② 7月13日～21日 22日～29日 101 2,020

463 46.3%

飯塚散布① 6月16日 6月23日 30 600

福岡(西部)散布② 5月13日、14日 5月20日、21日 50 1,000

集計中 集計中

定期(前期)散布① 6月25日～7月2日 7月3日～10日 99 1,980

飯塚散布② 7月15日 7月23日 30 600

4月8日、9日 4月15日、16日 50 1,000 468 46.8%

糸島(全域)散布① 1月19日、20日 1月26日、27日 50 1,000

72.5%

県全体 ー ー 延べ1,069 23,482 9,446 53.4%

太宰府散布② 12月15日、16日 12月22日、23日 39 800 580

糸島(全域)散布② 2月25日、26日 3月4日、5日 50 1,000 565 56.5%

523 52.3%

福岡(西部)散布①

57.6%

太宰府散布① 11月12日、13日 11月20日、21日 40 800 514 64.3%

基山散布② 11月27日 12月4日 24 420 242

59.1%

基山散布① 10月27日 11月4日 24 420 302 71.9%

糸島散布② 11月5日 11月11日 30 596 352

45.9%

糸島散布① 9月24日～26日 10月2日、3日 30 604 301 49.8%

うきは散布② 10月16日、17日、23日、24日 10月28日～30日 112 3,380 1,552

51.3%

うきは散布① 9月16日～19日 9月24日～26日 112 3,433 1,823 53.1%

久留米散布② 10月6日、7日、9日 10月14日、15日 84 1,598 820

接種率

（推定イノシシ摂食率）

久留米散布① 8月27日～29日 9月4日、5日 84 1,631 941 57.7%

散布地域 散布日 回収日 散布地点数 散布個数（個）
接種個数

（推定イノシシ摂食数）
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令和 7 年シーズンの HPAI 発生状況について 

 

福岡県筑後家畜保健衛生所  

 

１ 家きんにおける発生状況 

令和 7 年シーズンは、全国 16 道府県で 24

事例の HPAI 家きん陽性事例が確認され、採卵

鶏 17 事例、肉用鶏 5 事例、あひる 1 事例、う

ずら 1 事例で、合計約 576 万羽が殺処分の対

象となりました。24 事例中 12 事例が 20 万羽

以上の大規模農場での発生、8 事例は 5 年以

内に発生歴のある農場であり、一件あたりの

被害規模が大きいことが特徴です。令和 7 年

シーズンの HPAI の初発は 10 月 15 日で前シ

ーズンと同程度の時期でしたが、最終発生は

4 月 22 日と前シーズンの 2 月 1 日より収束に

時間がかかりました。 

 

２ 野鳥における発生状況 

野鳥での陽性確認は、前シーズン同様、家

きんより早く始まりました。全国 16 道県で 

171 事例が確認され、福岡県でも北九州市に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：農水省 HP 

て 1 例発生しています。一方、家きんで発生

があった 11 府県では野鳥などの感染報告が

なく、このことは近隣の発生状況によらず、

国内ではシーズン中どこでも感染リスクが存 

在することを示しています。 

 

３ 哺乳動物におけるウイルスの分離状況 

北海道では国内で始めてアライグマ及びテ

ンの死体から、岩手県ではクマネズミの死体

から HPAI ウイルスが分離されました。野鳥の

排せつ物や死骸に触れた動物によりウイルス

が伝播する可能性があることからも、野生動

物の侵入予防対策が必要です。 

 

４ 今シーズンに向けた対策のお願い 

これからシーズンを迎えるにあたり、今の

うちから飼養衛生管理基準の遵守の徹底を進

めていただくことが重要です。特に、大規模

農場では令和 8 年 10 月 1 日より飼養衛生管

理基準の項目に塵埃対策(フィルターの設置、

噴霧装置の導入など)を講じることが新たに

追加されますので、早めの準備をお願いしま

す。また、農場経営や社会への影響を最小限

にする分割管理の検討が必要と考えられます。

更に今年 1 月より、過去に HPAI の発生実績

が複数ある地域、または養鶏農場の密集地域

を「大臣指定地域」として指定する制度が始

まりました。福岡県内では、糸島市と福岡市

の西部エリアが指定地域に該当するため、野

鳥対策や消毒薬の備蓄などについて、取り組

みが必要です。少しでも家きんの異状を感じ

たら、早急にご通報ください。被害の拡大を

防ぐ最も重要な備えとなります。 
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令和８年度福岡県高病原性鳥インフルエンザ防疫演習を開催します 

 

福岡県中央家畜保健衛生所 

 

１ 開催目的 

本演習は、高病原性鳥インフルエンザが発 

生した場合に、迅速かつ的確な防疫措置が実

施できるよう、県の関係機関、市町村、関係

団体の職員を参集し、防疫作業に係る動員の

流れやそれぞれの役割を確認することを目的

としています。 

  今回の演習では、昨年度、国から民間事業

者の活用推進が示されたことを踏まえ、県が

殺処分の一部を民間事業者に委託した場合に

円滑に防疫措置を実施できるよう課題と対処

方法を検討します。 

 

２ 開催日時・場所 

令和 8年 10 月 22 日（木）13：30～16：30 

福岡県農業大学校体育館及びグラウンド 

 

３ 参集範囲 

 (1) 県庁関係各課、家畜保健衛生所・農林事

務所等出先機関及び県警察本部 

(2) 県内市町村関係各課（係） 

(3) 県域及び地域畜産関係団体 

(4) 家きん飼養者及び関係者 

(5) 防疫支援協定団体、協力会社等 

(6) 九州・沖縄・山口各県 

(7) 農林水産省消費・安全局動物衛生課、九

州農政局、動物検疫所門司支所、国土交

通省九州地方整備局等 

 

 

 

 

 

４ 演習内容 

 (1) 座学 

1)防疫措置概要説明 

発生状況、防疫措置の流れ、民間事業者

の活用等 

2)民間事業者による他県での活動事例紹介 

(2) 実演型演習 

   1)集合場所運営 

県職員と民間事業者の受入れ等 

2)防疫テント運営 

県職員と民間事業者の受入れ等 

    3)発生農場における防疫措置 

コンテナを用いた殺処分等 

 

※ 参考画像（演習のイメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防疫テントの運営、動員者の受け入れ 

コンテナを用いた殺処分 
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農場分割管理について 

 

福岡県両筑家畜保健衛生所  

 

１ 背景 

 令和 7 年 9 月 29 日に飼養衛生管理基準が

一部改正されました。 

今回の改正により、家きんでは 20 万羽以上

を飼養する大規模所有者に対し、「農場分割管

理」の導入を検討することが新たに義務付け

られました。 

 

２ 農場分割管理とは 

 高病原性鳥インフルエンザ等の特定家畜伝

染病が発生した際には、まん延防止の観点か

ら、当該農場において飼養されている家畜は

全て殺処分する必要があります。また、発生

農場以外であっても、関連農場として殺処分

の対象となる場合があります。 

 「農場分割管理」とは、あらかじめ農場を

複数に分割し、人・物等による交差汚染を取

り除いておくことで、万が一の発生時に発生

農場となる範囲を限定し、影響を最小限に抑

えるための取り組みです。具体的には、飼養

衛生管理基準や特定家畜伝染病防疫指針に基

づき、1 つの農場を複数の衛生管理区域に分

け、分割した後の衛生管理区域をそれぞれ別

の独立した農場として扱い、さらに人・物等

の動線も分けて飼養衛生管理を行います。 

 

３ 農場の分割管理の進め方 

①  生産者が自ら取り組むことを決定した

上で、具体的な方法について都道府県

に相談する。 

②  相談を受けた都道府県は、必要な指導

を実施し、分割管理の開始時及び継続

的に実施状況を確認する。 

③  生産者は、分割後の農場ごとに飼養衛

生管理基準の遵守を徹底し、定期報告

（年 1 回）を実施する。 

４ 農場の分割管理を行う上での主な留意点 

①  隣接する衛生管理区域の境界に柵等を

設け、分割後の農場を明確に区分する。 

②  分割後の農場ごとに作業者を分けると

ともに、車両や作業者の出入口を設け、

それぞれ消毒等を実施する。 

家畜は、導入時に一定期間、他の家畜と 

の隔離を実施する。 

③  集卵ベルト等、畜舎をまたがる機材は

原則、農場間で共用しない。 

④  発生時の影響を考慮し、堆肥舎等は原

則、共同利用しない。 

⑤  分割後の農場で特定家畜伝染病が発生

した際には、畜舎排気口へのフィルタ

ー設置等の病原体拡散防止対策を図っ

た上で、防疫措置を実施する。 

非発生農場は、移動制限区域内の他の 

農場と同様、死亡羽数等の報告や検査 

を実施する。 

 

５ 生産者のみなさまへ 

 農場分割管理の導入により、万が一の際に

農場全体の殺処分を避け、損失を最小限とす

ることが可能となります。 

本取り組みの導入に当たっては、費用の一

部を支援する制度もあります。 

 具体的な導入方法やご不明点な点について

は、お気軽に管轄の家畜保健衛生所までご相

談ください。 

 

【参考】 

・農場の分割管理に当たっての 

対応マニュアル 
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令和 7年度福岡県家畜保健衛生業績発表会について 

 

農林水産部畜産課 

 

 

令和 7年度福岡県家畜保健衛生業績発表会が

令和 7年 11 月 6 日に開催されました。 

発表された演題は、家畜保健衛生所の運営及

び家畜保健衛生の企画推進に関する業務が 7題

と、家畜の保健衛生に関する試験及び調査成績

が 6題の計 13題です。令和 6年度に国内で初め

てランピースキン病が県内の農場で発生したた

め、ランピースキン病に関する演題が半数近く

を占めました。発表演題の集録は、福岡県の HP

にて公開しています。 

また、特別講演として、岐阜大学応用生物科

学部獣医学講座野生動物医学研究室の鈴木正嗣

先生を講師にお迎えし、「野生動物の生息状況な

らびに管理に係る現状と課題〜〜〜採材ならび

に考察にあたっての留意点〜〜〜」についてご

講演いただきました。 

 

発表された演題は、日生研株式会社、明治ア

ニマルヘルス株式会社及び株式会社微生物化学

研究所よりお迎えした 3名の学識経験者の他、

畜産課企画監、畜産課家畜衛生係長、農林業総

合試験場畜産部長、各家畜保健衛生所長により

厳正な審査を行い、以下の 3題が第 67回九州・

沖縄ブロック家畜保健衛生業績発表会の発表演

題に選出されました。 

 

〇課題解決に取り組みながら推進したランピー

スキン病ワクチン接種(中央家畜保健衛生所) 

 

〇ランピースキン病の抗体検査方法に関する検

証(中央家畜保健衛生所) 

 

〇ランピースキン病にり患したホルスタイン子

牛の死亡事例(中央家畜保健衛生所) 

 

第 67回九州・沖縄ブロック家畜保健衛生業績

発表会は、令和 8年 7月 7 日に長崎県で開催さ

れ、「課題解決に取り組みながら推進したランピ

ースキン病ワクチン接種」が第 67回全国家畜保

健衛生業績発表会の発表演題に選出されまし

た。 

 

最後に、令和 8年度福岡県家畜保健衛生業績

発表会は令和 8年 11 月 17 日に開催予定です。

昨年度に引き続き、数多くの素晴らしい演題が

発表されることを期待しています。 

 

県 HP：福岡県家畜保健衛生業績発表会 
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家畜伝染病予防法の改正に伴う家畜防疫互助基金支援事業の見直し 

 

（公社）福岡県畜産協会 

 

 豚熱発生時に「選択的殺処分」が実施された場合の家畜防疫互助援事業見直しについて、

以下のとおりお知らせします。 
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福岡県農林水産部  

畜産課 

福岡市博多区東公園 7-7 TEL 092-643-3498 FAX 092-643-3517 

中央家畜保健衛生所  福岡市東区箱崎ふ頭 4-14-5 TEL 092-633-2920 FAX 092-633-2851 

北部家畜保健衛生所  嘉麻市大字漆生 587-8 TEL 0948-42-0214 FAX 0948-42-1376 

両筑家畜保健衛生所  久留米市合川町 1642-1 TEL 0942-30-1037 FAX 0942-35-9198 

筑後家畜保健衛生所  筑後市大字和泉 606-1 TEL 0942-53-2405 FAX 0942-53-2723 

家畜衛生情報・ご相談は最寄りの家畜保健衛生所へ 

飼養状況の定期報告  

をお願いします！  

病原体を 

持ち込まない！  

持ち出さない！  

拡げない！  

口蹄疫、豚熱や高病原性鳥インフルエンザ等 

から家畜を守るために 

「ふくおか一斉消毒の日」 

毎月２０日は 

病原体の侵入、疾病のまん延を防止するには、県全体で 

の防疫対策が重要です。  

毎月２０日は、定期的な消毒に加え、県内一斉消毒に  

取り組みましょう！  

全ての畜産関係者のご理解とご協力をお願いします。  

家畜の異状の早期発見・早期通報をお願いします。  

【 福 岡 県 】  


